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№ 部会名 加盟団体名 № 部会名 加盟団体名

1 器　楽 琴ききょう 18 写　真 全日本写真連盟　ひたち野支部

2 器　楽 香美会 19 陶　芸 陶芸クラブどんぐり

3 日本舞踊 舞踊部 20 陶　芸 長山陶芸倶楽部

4 バレエ 桜井クラシックバレエ教室 21 工　芸 きの子たけの子の会

5 ダンス ＤＡＮＣＥ ＣＬＵＢ ＡＮＧＥＬ 22 茶　道 茶道部

6 民　謡 龍ケ崎相撲甚句会 23 華　道 華道部

7 民　謡 民謡美武会 24 書　道 書道部

8 吟　詠 吟詠部 25 篆　刻 龍ケ崎篆刻の会

9 郷土芸能 津軽三味線喜幸会 龍ケ崎支部 26 篆　刻 松葉篆刻の会

10 演　劇 竜ヶ崎子どもミュージカル 27 短　歌 龍ケ崎短歌会

11 絵　画 絵画部 28 俳　句 龍ケ崎俳句倶楽部

12 絵　画 龍水会 29 俳　句 ほほえみ俳句会

13 絵　画 しゅんこう和紙ちぎり絵 30 川　柳 龍ケ崎市川柳連盟

14 絵　画 アートサークル馴柴 31 盆　栽 龍ケ崎盆栽会

15 絵　画 龍宮墨水会 32 園　芸 らん友会龍ケ崎

16 写　真 龍ケ崎写真クラブ 33 ダンス Nu ダンスクラブ

17 写　真 川原代写真クラブ 網掛けは、新規加盟団体

加　盟　団　体　一　覧 （令和 5年 12月現在）

　
龍
ケ
崎
市
文
化
協
会
は
、
市
民
の
文
化
芸
術
活
動
の
振
興
に
寄
与
し
、

分
野
を
超
え
て
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
、
龍
ケ
崎
市
の
文
化
の
発
展
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
で
す
。
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表彰者一覧 （推薦受付順）

華道部

本橋正さん

川村泰子さん

長岡武志さん

藤ヶ崎澄子さん

河原崇昭さん

木村はつゑさん

田中晃さん

〇田中晃（アートサークル馴柴）

〇川村泰子（舞踊部）

〇木村はつゑ（舞踊部）

〇藤ヶ崎澄子（絵画部）

〇本橋正（絵画部）

〇河原崇昭（吟詠部）

〇長岡武志（吟詠部）

〇華道部 ※敬称略

功
労
者
表
彰
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午
前
八
時
三
十
五
分
、
氷
点
下

の
冷
え
込
み
の
中
、
松
田
会
長
以

下
二
十
三
名
を
乗
せ
た
バ
ス
は
大

昭
ホ
ー
ル
龍
ケ
崎
か
ら
一
路
、
調

布
市
を
目
指
し
て
出
発
し
た
。

　
雲
ひ
と
つ
な
い
好
天
に
恵
ま
れ
、

深
大
寺
周
辺
の
散
策
を
楽
し
み
、

昼
食
で
は
名
物
の
深
大
寺
蕎
麦
に

舌
鼓
を
打
っ
た
後
、
交
流
会
場
で

あ
る
調
布
市
文
化
会
館
「
た
づ
く

り
」
へ
と
向
か
っ
た
。

「
お
蕎
麦
は
美
味
し
か
っ
た
で
す

か
」
と
調
布
市
文
化
協
会
役
員
の

温
か
な
出
迎
え
を
受
け
、
近
代
的

な
十
三
階
建
て
ビ
ル
の
調
布
市
文

化
会
館
「
た
づ
く
り
」
の
入
口
前

で
参
加
者
が
集
合
し
て
記
念
撮
影

を
済
ま
せ
た
。
通
路
に
は
地
元
の

漫
画
家
・
水
木
し
げ
る
の
作
品
も

展
示
さ
れ
て
い
る
。
文
化
都
市
の

香
り
が
漂
っ
て
い
た
。

　
午
後
一
時
三
十
分
、
調
布
市
側

か
ら
二
十
一
名
の
参
加
者
を
得
て

研
修
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
大
内
調
布
市
文
化
協
会

会
長
よ
り
五
年
前
に
調
布
市
が
龍

ケ
崎
市
を
訪
問
し
た
こ
と
に
始

ま
っ
た
両
協
会
の
縁
を
振
り
返
り

つ
つ
、
調
布
市
文
化
協
会
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
続
い

て
松
田
会
長
よ
り
長
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
調
布
市
訪
問
が
実
現
で
き

た
こ
と
の
喜
び
が
伝
え
ら
れ
た
。

両
会
長
と
も
に
冒
頭
で
、
元
旦
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
、
翌
二

日
の
日
航
機
事
故
の
お
悔
や
み
と

お
見
舞
い
を
述
べ
ら
れ
、
こ
の
交

流
会
開
催
の
意
義
に
つ
い
て
再
度

確
認
さ
れ
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
、
当
時
役
員

を
務
め
ら
れ
た
会
員
が
双
方
に
お

り
、
お
互
い
が
当
時
の
思
い
出
を

発
表
し
合
う
中
で
、
笑
い
声
も
起

こ
り
一
気
に
会
場
内
は
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　
以
後
、
予
算
、
組
織
運
営
、
文

化
祭
の
内
容
等
、
文
化
事
業
に
関

す
る
活
発
な
意
見
の
交
換
が
行
わ

れ
た
。
特
に
調
布
市
の
文
化
祭
は
、

三
つ
の
公
民
館
を
含
め
た
全
市
を

挙
げ
て
の
市
民
一
丸
と
な
っ
て
行

う
も
の
で
あ
り
、
加
盟
団
体
の
幅

の
広
さ
と
層
の
深
さ
、
市
民
の
熱

意
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
予
定
さ
れ
て
い
た
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
な
く
な
り
、
司
会
進

行
の
役
員
も
、
今
日
初
め
て
会
っ

た
と
は
思
え
な
い
打
ち
解
け
た
交

流
会
で
し
た
と
絶
賛
。
最
後
に
本

協
会
の
新
井
副
会
長
よ
り
、
大
き

な
素
敵
な
建
物
の
会
場
で
活
発
に

研
修
交
流
で
き
た
こ
と
に
対
し
て

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
調
布
市
文
化
協
会
役
員
の
両
手

を
振
っ
て
の
見
送
り
を
受
け
、
調

布
市
文
化
会
館
を
後
に
し
た
。

　
帰
り
の
首
都
高
速
道
路
か
ら
見

た
夕
焼
け
空
に
は
、
大
き
な
影
富

士
が
見
え
充
実
し
た
一
日
を
祝
福

し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

深大寺

調布市文化協会役員の皆様

深大寺参道

調布市文化協会・大内会長

研修交流会

【
加
盟
団
体
交
付
金
】

　
交
付
金
の
充
填
事
業
の
領
収
書

は
、
市
長
名
で
発
行
す
る
交
付
決

定
通
知
書
の
交
付
日
以
降
の
領
収

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
事
業
が

決
定
し
た
ら
早
め
の
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
市
バ
ス
使
用
の
留
意
事
項
】

　
予
約
は
、
利
用
日
の
三
か
月
前

か
ら
に
な
り
ま
す
。

　
運
行
時
間
は
、
市
役
所
開
庁
日

の
八
時
半
か
ら
十
七
時
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　
会
員
以
外
の
方
は
、
乗
車
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
会
議
欠
席
時
の
資
料
】

　
本
部
会
・
理
事
会
を
欠
席
し
た

場
合
は
、
後
日
、
事
務
局
ま
で
受

け
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

四
月
五
日
（
金
）
十
三
時
半
か
ら

　
監
査
：
市
役
所
附
属
棟
一
階

四
月
十
一
日
（
木
）
十
三
時
半
か
ら

　
本
部
会
：
市
役
所
附
属
棟
一
階

四
月
十
八
日
（
木
）
十
時
か
ら

　
理
事
会
：
市
役
所
附
属
棟
一
階

四
月
二
十
五
日
（
木
）
十
時
か
ら

　
総
会
：
市
役
所
附
属
棟
一
階

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
六
年
度
　
会
議
等
の
予
定

令
和
六
年
一
月
十
二
日
（
金
）

調
布
市
・
視
察
研
修

副
会
長
　
石
渡
　
静
夫
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４年ぶりに全催事を実施
１万７千人以上が来場

第32回
龍ケ崎市民文化芸術フェスティバル

会期：令和５年１０月２７日～１１月２３日
主催：公益財団法人龍ケ崎市まちづくり・文化財団

　文化芸術フェスティバルが、大昭ホール龍ケ崎（龍ケ崎市文化会館）を主会場として開催され、

展示・発表・体験催事など24の催事が実施されました。

　龍ケ崎市の秋の恒例行事として定着している市民が主役の文化と芸術のイベントも、ここ数年は

コロナ禍により縮小開催を余儀なくされていましたが、今年は4年ぶりにすべての事業が復活し、

文化協会の役員も積極的に参加した結果、17,000人以上の皆さんに参加・来場いただくことができ

ました。
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展示の部
10/27（金）～29（日）盆栽展

10/28（土） 29（日）いけばな展

11/  1（水）～ 5（日）写真・ちぎり絵展

11/ 3（金）～ 5（日）洋らん展

11/ 8（水）～12（日）絵画展・陶芸・工芸展

11/15（水）～19（日）書道・俳句・短歌・

　　　　　　　　 　川柳展・篆刻・団体展示

発表の部
10/29（日）歌謡舞踊と小曲のつどい

11/ 5（日）吟詠・津軽三味線・筝曲・

　　　 　 民謡・日本民舞のつどい

11/12（日）洋舞

体験催事
10/29（日）いけばな体験教室

11/ 4（土）テーブルフラワー教室

11/11（土）茶会

11/12（日）竹細工教室

11/18（土）篆刻の作り方教室
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加
盟
団
体
の
活
動
報
告

舞
踊
部

ア
ー
ト
サ
ー
ク
ル
馴
柴

陶
芸
ク
ラ
ブ
ど
ん
ぐ
り

川
原
代
写
真
ク
ラ
ブ

　
こ
こ
数
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
、
人
が
集
い
、

文
化
活
動
や
文
化
の
推
進
、
長
年

続
け
て
き
た
福
祉
施
設
慰
問
と
い

う
当
た
り
前
の
こ
と
が
難
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
終
息
の
兆
し
に
な
り
、
昨
年

の
第
三
十
二
回
文
化
芸
術
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、
こ
こ
数
年
続
い

た
入
場
時
の
、
感
染
予
防
の
検
温

や
連
絡
先
の

記
入
な
ど
の

な
い
、
舞
踊

発
表
が
華
や

か
に
開
催
さ

れ
、
市
民
の

皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま

す
。

　
今
年
は
こ

れ
ま
で
以
上

に
舞
踊
文
化

の
推
進
と
中

止
と
な
っ
て

　
ア
ー
ト
サ
ー
ク
ル
馴
柴
は
結
成

以
来
十
二
年
経
過
し
、
サ
プ
ラ
で

の
作
品
展
示
会
も
十
三
回
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　

　
現
在
、
会
員
数
も
十
八
名
に
な

り
ま
し
た
が
高
齢
化
も
進
ん
で
き

て
い
ま
す
。
活
動
は
毎
月
第
一
、

第
三
木
曜
日
に
馴
柴
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
水
彩
画
を
主
と

し
た
静
物
写
生
を
し
て
い
ま
す
。

　
年
一
回
の
サ
プ
ラ
で
の
作
品
発

表
会
、
三
か
月
毎
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
の
展
示
、
市
バ
ス
を

利
用
し
て
の
年
二
回
の
写
生
会
。

さ
ら
に
文
化
の
祭
典
や
市
民
文
化

芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
積
極
的

に
参
加
す
る
な
ど
、
市
の
文
化
発

展
に
協
力
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
私
達
、
川
原
代
写
真
ク
ラ
ブ
は
、

発
足
二
十
三
年
余
り
に
な
り
ま
す
。

活
動
は
、
毎
月
第
二
日
曜
日
午
前

九
時
～
十
二
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
講
師
に
写
真
家
、
佐
藤
有
氏
を

お
招
き
し
て
カ
メ
ラ
の
機
能
や
構

図
等
を
勉
強
し
、
会
員
の
相
互
の

親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
を
尊
重
し
自
由
な
視
点
と

歓
声
で
被
写
体
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
会
員
の
高
齢

化
が
進
み
、
メ
ン
バ
ー
が
段
々
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
て
、
定
例
会

の
時
に
は
写
真
を
持
ち
寄
っ
て
講

師
に
講
評
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
す
が
、
会
員
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
写
真
も
少
な
く
な
っ
て
し

ま
い
寂
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

　
陶
芸
ク
ラ
ブ
ど
ん
ぐ
り
は
、
平

成
十
三
年
に
く
り
ー
ん
プ
ラ
ザ
・

龍
で
、
山
懸
先
生
の
も
と
に
四
十

四
名
の
会
員
で
発
足
し
ま
し
た
。

　
当
ク
ラ
ブ
の
工
房
は
、
電
気
釜

で
陶
芸
関
係
の
設
備
は
全
て
整
っ

い
た
慰
問
活
動
を
再
開
し
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

五
月
の
文
化
の
祭
典
で
は
素
晴
ら

し
い
舞
踊
を
発
表
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
舞
踊
部
で
は
、
舞
踊
に
興
味
の

あ
る
方
、
は
じ
め
て
み
た
い
と
思

う
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
ご

連
絡
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
写
生
会
は
、
ひ
た
ち

海
浜
公
園
で
の
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
ス

ケ
ッ
チ
と
鵜
の
岬
で
の
ス
ケ
ッ
チ

を
実
施
し
て
お
り
、
会
員
の
生
き

が
い
学
習
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
講
師
は
実
生
会
理
事
の
菊
地
義

正
先
生
を
依
頼
し
て
、
技
量
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ル

は
水
彩
画
、
油
彩
画
、
パ
ス
テ
ル

画
と
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
の
入
会
を
歓
迎
し
ま
す
。

て
お
り
、
と
て
も
い
い
環
境
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
毎
年
指
導
目
標
を
設
定
し
、
大

き
な
壺
、
大
皿
、
土
鍋
、
急
須
、

大
き
な
花
瓶
、
オ
ブ
ジ
ェ
等
、
年
々

多
様
な
作
品
作
り
に
挑
戦
し
、
技

術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
指
導
を
受

け
て
、
二
十
数
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
市
民
文
化
芸
術
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
は
、
新
作
品
の
展
示

会
を
実
施
し
大
勢
の
人
に
見
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
、
親

子
陶
芸
教
室
の
指
導
や
、
市
民
環

境
フ
ェ
ア
、
お
祭
り
等
地
域
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
窯
元
の
視
察
研
修
会
を

行
い
、
い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
見
学

し
、
視
野
を
広
め
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
自
分
の
思
い
思
い

の
作
品
を
作
り
な
が
ら
、
山
懸
先

生
の
指
導
を
受
け
、
技
術
の
向
上

を
図
り
、
楽
し
く
作
陶
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　
当
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
が
十
名
と

な
り
、
会
員
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

一
度
陶
芸
体
験
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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民
謡
美
武
会

琴 

き
き
ょ
う

龍
ケ
崎
俳
句
倶
楽
部

　
私
た
ち
の
会
は
発
足
し
て
十
五

年
に
な
り
ま
す
。
現
在
会
員
数
は

二
十
五
名
で
す
。
今
年
四
月
か
ら

は
五
名
の
入
会
が
あ
り
ま
し
た
。

み
な
高
齢
者
で
六
十
代
の
人
は
い

ま
せ
ん
。
三
分
の
一
が
後
期
高
齢

者
で
す
。
家
に
い
る
と
年
寄
扱
い

さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
来
て
大
き

な
声
で
民
謡
を
唄
う
こ
と
で
ス
ト

レ
ス
解
消
に
な
り
最
高
と
喜
ん
で

い
る
民
謡
の
楽
し
い
会
で
す
。

　
年
二
回
の
お
さ
ら
い
会
、
文
化

の
祭
典
、
市
民
文
化
芸
術
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
は
全
員
が
出
場
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
敬
老
の
集
い
へ

　
当
倶
楽
部
が
発
足
し
た
の
は
、

平
成
三
十
年
十
二
月
、
今
年
度
で

満
五
年
と
な
り
ま
す
。
当
倶
楽
部

は
、
俳
句
と
い
う
文
芸
形
式
を
こ

よ
な
く
愛
す
る
会
員
ら
に
よ
り
、

自
主
的
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
市

の
出
場
依
頼
が
あ
り
八
名
の
出
場
。

市
の
敬
老
の
日
に
も
出
場
依
頼
が

あ
り
、
五
名
が
出
演
し
ま
し
た
。

文
化
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

初
め
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
人
も

が
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
や
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
央
図
書
館
の
鑑
賞
室
を
使
用
さ

せ
て
頂
き
、
月
一
回
の
定
例
句
会

を
行
う
こ
と
や
、
年
一
回
の
吟
行

会
、
さ
ら
に
は
新
年
会
の
実
施
に

よ
り
、
会
員
個
々
の
句
力
の
向
上
、

並
び
に
会
員
相
互
の
親
睦
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
具
体
的
な
一
例
を
紹
介

し
ま
す
。
令
和
五
年
十
一
月
一
日

ほ
ほ
え
み
俳
句
会
と
合
同
で
吟
行

会
を
十
八
名
の
参
加
者
を
得
て
実

施
し
ま
し
た
。
吟
行
地
は
、
本
県

西
部
の
古
河
市
。
永
井
路
子
を
は

じ
め
と
す
る
地
元
ゆ
か
り
の
文
学

者
を
顕
彰
す
る
古
河
文
学
館
や
古

河
城
址
に
あ
る
古
河
歴
史
博
物
館

を
訪
れ
、
参
加
者
相
互
の
友
好
を

深
め
た
一
日
に
な
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　「
日
本
文
化

の
『
琴
』
を
よ

り
身
近
に
楽
し

く
、
更
に
音
楽

で
元
気
に
な
ろ

う
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
二
〇
一
三

年
に
発
足
し
ま

し
た
。

　
日
本
古
来
の

「
琴
」
で
あ
る

十
三
弦
・
十
七

弦
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ソ
プ
ラ
ノ

弦
・
ド
レ
ミ
ニ
弦
・
ベ
ー
ス
弦
を

加
え
て
、『
琴
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』
の

音
域
を
広
げ
て
い
ま
す
。

【
練
習
日
】
毎
月
一
回

・
馴
柴
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
九
時
三
十
分
～
十
三
時

会
員
　
七
名

講
師
　
岩
野
典
子
（
生
田
流
・
琴

エ
ス
ワ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス

ク
ー
ル
東
京
校
）

【
二
〇
二
三
年
の
演
奏
会
】

三
月
　
馴
柴
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り

五
月
　
長
寿
大
学
の
お
花
見
コ
ン

　
　
　
サ
ー
ト
（
大
昭
ホ
ー
ル
）

　
華
道
部
は
四
つ
の
流
派
（
池
坊
・

小
原
流
・
草
月
流
・
龍
生
派
）
の

二
十
四
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
池
坊
】

　
室
町
時
代
に
成
立
し
た
立
花
。

江
戸
時
代
に
草
木
が
地
に
根
を
張

り
生
き
る
姿
を
表
現
し
、
生
命
の

輝
き
を
表
す
生
花
。
明
治
以
降
あ

ら
ゆ
る
空
間
に
対
応
し
、
自
由
な

発
想
で
い
け
る
型
を
も
た
な
い
自

由
花
。

　
伝
統
を
継

承
し
つ
つ
時

代
に
即
し
た

池
坊
の
生
花

を
創
造
し
、

誰
が
見
て
も

心
に
残
る
花

を
い
け
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
小
原
流
】

　
明
治
の
頃
、

外
国
か
ら
の
花
が
輸
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
今
ま
で
の
床
の
間
を

離
れ
玄
関
や
居
間
な
ど
に
も
飾
ら

華
道
部

い
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　
民
謡
は
「
心

の
ふ
る
さ
と
」

と
言
わ
れ
「
お

国
言
葉
」
で
い

や
さ
れ
る
と
こ

ろ
も
民
謡
の
良

い
と
こ
ろ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も

色
々
な
活
動
を

通
じ
て
民
謡
の

発
展
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

九
月
　
東
京
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　（
セ
シ
オ
ン
杉
並
）
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茶
道
部
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
茶
会

が
中
止
に
な
る
な
ど
大
変
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
が
、
今
年
度
四
年

ぶ
り
に
「
お
茶
と
お
琴
演
奏
会
」

と
「
市
民
文
化
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
の
茶
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
お
菓
子
を
個

包
装
に
す
る
な
ど
工
夫
し
、
多
く

の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
の
笑
顔
に
接
し
た
こ
と

は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜

び
で
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
感
染

対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

安
心
し
て
お
茶
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
茶
道
は
そ
の
精
神
を
学
び
日
々

の
生
活
に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
日
本
の
貴
重
な
文
化
で
あ

る
茶
道
は
こ
れ
ま
で
も
時
代
に
合

わ
せ
て
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ

　
短
歌
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
者
の

集
ま
り
で
す
。
昭
和
三
十
七
年
、

文
化
協
会
発
足
と
同
時
に
加
盟
し

た
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
毎
月

第
三
水
曜
日
、
午
後
一
時
か
ら
中

央
図
書
館
で
歌
会
を
行
っ
て
お
り
、

日
帰
り
の
吟
行
会
や
新
年
会
で
会

員
の
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
広
大
な
牛
久
沼
や
小

貝
川
の
流
れ
、
自
然
豊
か
な
蛇
沼

公
園
、
た
つ
の
こ
や
ま
か
ら
眺
め

る
富
士
山
・
筑
波
山
・
牛
久
大
仏
、

茶
道
部

龍
ケ
崎
短
歌
会

書
道
部

ん
。
児
童
や
高
校
生
の
作
品
を
見

て
、
来
場
者
か
ら
も
、「
元
気
と
勇

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。」
と
の
声
を

頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
臨
書
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
創
作
に
向
け
て
の
努

力
を
し
な
が
ら
、
意
欲
的
な
歩
み

を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
世
代
を
こ
え
て
」

　
書
道
部
は
、
五
つ
の
団
体
で
構

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
初
心
者
は
剣
山
を
使
い
ま
す
が
、

七
宝
と
呼
ば
れ
る
花
留
め
を
使
う

こ
と
が
特
徴
で
す
。

【
草
月
流
】

　「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
に

で
も
」、そ
し
て
ど
ん
な
材
料
を
使
っ

て
も
い
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を

特
色
に
し
て
い
ま
す
。
植
物
は
自

然
の
も
の
で
す
が
「
生
け
花
は
、

い
け
た
人
の
も
の
で
あ
る
」
と
い

う
理
念
を
根
本
に
お
い
て
い
ま
す
。

　
自
然
が
生
み
出
し
た
美
と
は
違

う
、
人
の
想
い
に
よ
る
美
を
生
け

花
で
作
っ
て
い
ま
す
。

【
龍
生
派
】

　
新
し
い
感
覚
で
日
々
の
暮
ら
し

に
潤
い
と
癒
し
を
添
え
る
『
ひ
び

か
』
を
推
進
し
て
い
ま
す
。『
ひ
び

か
』
は
小
さ
く
て
か
わ
い
ら
し
く
、

少
し
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば

「
生
け
花
」
に
感
じ
る
創
作
の
楽
し

さ
を
手
軽
に
い
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
お
子
様
か
ら
年
齢
層
幅
広
く
自

然
の
造
形
美
に
心
を
と
き
め
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

れ
か
ら
も
「
一
期
一
会
」
の
出
会

い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
平
遥
か
な
水
田
風
景
等
が
あ
り
、

散
歩
の
つ
い
で
に
詩
が
で
き
そ
う

で
す
。
季
節
の
変
化
、
日
々
の
感

動
を
自
分
の
言
葉
で
、
自
分
に
し

か
で
き
な
い
短
歌
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
そ
の
歌
の
思
い
が
他
の

人
の
心
に
届
い
た
ら
、
何
と
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
日
本
の

風
土
を
愛
し
、
郷
土
を
愛
し
、
会

員
が
相
互
に
研
鑽
を
重
ね
て
い
る

楽
し
い
歌
会
に
、
ど
う
ぞ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　
龍
ケ
崎
市
は
今
年
市
制
七
十
周

年
で
す
。
文
化
協
会
は
発
足
か
ら

六
十
二
年
目
で
す
。
龍
ケ
崎
短
歌

会
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
の
文
化
向

上
の
た
め
に
、
積
極
的
に
協
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
層
は
高

く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
室
に
て
、
漢
字
・
仮
名
・
詩
文

書
な
ど
研
鑽
を
積
み
な
が
ら
、
春

の
文
化
の
祭
典
と
秋
の
市
民
文
化

芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
日
頃

の
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
改
装
さ
れ
た
小
ホ
ー
ル

に
一
般
作
品
に
交
っ
て
、
小
・
中
・

高
生
の
作
品
展
示
ス
ペ
ー
ス
も
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
伝
統
文
化
が
衰
退
し
つ
つ
あ
る

中
、
書
道
文
化
の
大
切
さ
を
広
く

伝
え
る
意
味
で
も
、
大
人
と
子
供

の
同
時
展
示
は
大
変
喜
ぶ
べ
き
こ

と
で
あ
り
、
今
後
と
も
ぜ
ひ
継
続

さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
や
み
ま
せ


